
お世話になった日本人と
生まれ育ったミャンマーに
心からの恩返しを

エィゼィンミンツ さん
ミャンマー連邦共和国ヤンゴン出身。

エンジニアとして来日、現在はポンプの製造・設計の仕事に携わる。

来日したばかりのミャンマー人の相談役として、ＳＮＳを中心に福井

のミャンマー人コミュニティを支えている。

― 福井に来たきっかけは？

もともと日本の文化が好きで、子どもの頃から
日本に興味がありました。日本へ留学していた知
り合いに、日本の清潔さや安全性を教えられて、
来日を決めました。日本は道もお手洗いもきれい
だし、女性でも夜安全に出歩けます。

来日後は、大阪でサイトエンジニアとして1年間
働き、その後ミャンマーに戻って機械整備士として2
年間働きました。大阪時代は、日本にいることが辛
かったですが、ミャンマーに戻って、日本人の勤勉
さや製品の質の高さ、仕事へのこだわりなどを思い
出し、今の会社の社長と縁があって知り合い、福井
に来ました。この縁に感謝しています。

― エンジニアになったきっかけは？

ミャンマーでは大学卒業後、国内かシンガポールで
働くのが一般的です。また、ミャンマーでは、医者か
エンジニアがなりたい職業として定番です。私には、
病院での仕事が苦手だと思ったので、エンジニアにな
る道を選びました。数学が苦手だったんですが、ミャ
ンマーの工科大学に進学しました。

― 福井の印象はどうですか？

日本は災害が怖いですね。ミャンマーでは地震はほ
とんど起こらないので、慣れていません。以前に福井で
地震があったときは会社にいたんですけど、もし家で1
人だったらどうしようと思いました。
福井の災害といえば、雪が印象的です。ミャンマーで

は雪を見ることがないので、初めて見たときはビックリ
しました。特に2018年の大雪が初めてだったので。最初
は雪がきれいだし、雪かきも楽しんでいましたが、毎年
やっていると、だんだんイヤになってきますね(笑)。

― 福井で好きな場所はありますか？
永平寺はお気に入りの場所です。一人暮らしして

いると、どうしても寂しくなっちゃうんですよね。
そんなときに永平寺に行くようにしています。永平
寺に入ると不思議と落ち着きます。また「禅」にも
興味があって、毎晩15分ぐらい瞑想をしています。
仕事に集中できるようになるんです。
ちなみにミャンマーでは、寝る前にブッダの前で

お祈りをする習慣があります。「日本の禅」と、
「ミャンマーの仏教」には似ている部分があるので、
永平寺に行くのが好きなのかもしれません。

災害時外国人支援セミナーに参加している様子

― 福井の良いところは？

大阪では星空が見えなかったんですが、福井は自然が
多く、星が見えることです。ミャンマーの夜空を思い出
します。
また、野菜が美味しいところも好きです。家ではいつ

も自炊をしていて、福井の野菜を使ったミャンマー風の
辛い料理を作っています。1か月に2回ぐらいは日本の料
理も作っていますよ。たまに外食に行くこともあります
が(笑)。イベントでミャンマー文化を紹介している様子

ふくい外国人コミュニティリーダーインタビュー（No.11）



◎ふくい外国人コミュニティリーダーとは？

「外国人県民が安心して暮らせる福井」を目指し、外国人県民等のネットワークを活かし、

県内の外国人コミュニティに生活・災害情報を届けたり、日本人県民とのコミュニケーション

の橋渡しや災害時の自助・共助等の担い手としてご活躍いただいています。 詳しくはこちら⇒

― コミュニティリーダーになった理由は？

まず、会社の人から福井県国際交流会館で日本語
の学習ができると教えられたんですね。それで行っ
てみたら、コミュニティリーダーにミャンマー人が
いないことを聞かされて、参加することにしました。

国際交流会館にあるミャンマー語で相談できる窓
口や生活に役立つ情報を、福井で暮らす多くのミャ
ンマー人に知ってもらいたいと考えています。

― 将来の目標はありますか？

目標は、ミャンマーの大学を卒業したエンジニア向
けの日本語学校を作る事です。自分が福井にいながら
できることが理想です。
ミャンマーには技能実習生になるための日本語学校

が多くありますが、どこも質がいいとは言えません。
というのも、日本の会社で働く良い面ばかり教えて、
悪い面は教えてくれません。だから日本に来て、みん
な驚くんです。技能実習生としてより良い環境で働い
てもらうために日本語だけでなく、日本の労働環境や
法律、文化、社会人マナーも教えられる就職支援が
整った学校を作りたいです。

― ミャンマーでの思い出は？
ミャンマーにいたときの一番の思い出は、おばあ

ちゃんの家ですね。子どもの頃は、よくおばあちゃ
んとおじいちゃんに面倒を見てもらっていました。
実は私は5人兄妹の真ん中なんです。他に兄妹が4人
もいて、おばあちゃんの家は本当に賑やかでした。
子どもの頃は、兄妹が多すぎてちょっとイヤだった
こともあったんですが、今はいっぱいいて心強いで
す。福井も同じようにおばあちゃん子が多い土地な
のも、嬉しいですね。

友だちと旅行しているときの様子

インタビュー日：2021年7月17日

― 今後について

大阪からミャンマーに帰って、また日本に戻って
きたときに、もうミャンマーには帰らないって決意
したんです。私はこれからもずっと福井に残って、
永住権を取得するつもりです。母と祖母にいい暮ら
しをさせてあげたいと思っているので、日本からサ
ポートしていきたいと思います。

今後は、Facebookでミャンマー人のグループを
作って、情報などを共有していきたいと考えていま
す。福井のどの場所にどういうものがあるのかとか、
オススメの料理店とかもシェアできたらいいなと考
えています。福井に詳しくない人もいますし、お店
の雰囲気が分からないと入りづらいと考えている
ミャンマー人も多いので。
個人的には、旅行がとても好きなので、海外旅行

でフランスに行きたいです(笑)。

― 恩返ししたい日本人について
実は大阪の前に最初は栃木に住んでいたんです。そ

の時に、ミャンマーで知り合った大阪の方がわざわざ
栃木まで来てくれて、その人の紹介で大阪に行くこと
になりました。それで半年ぐらい、大阪のその夫妻の
家に居させてもらいました。もともとはミャンマーで
１回会っただけのあまり知らない人だったのに、とて
もお世話になりました。なんだかこの人たちだったら
信頼できると思ったんです。今でも大阪に行くぐらい、
お付き合いがあります。本当に不思議な縁です。今の
会社の社長もそうですが、私は本当に日本人に助けら
れてきたので、これからは恩返ししていきたいです。

― 福井のミャンマー人コミュニティ

しっかりしたコミュニティではないんですが、
Facebookで情報交換をしています。朝起きてすぐに
Facebookを開くぐらいミャンマー人はFacebookをよく
使います。地震などが起こると、どこで発生したのか
を互いに共有するといった感じです。Facebookのコ
ミュニティには、20年以上日本で生活しているミャン
マー人もいて、日ごろのニュースなどをミャンマー語
に翻訳してくれます。

来日したばかりのミャンマー人は、知り合いもい
なくて孤立してしまうんですが、そんなときに、私
たちコミュニティリーダーが相談役になって、福井
での生活の相談に乗ったり、買い物にオススメの場
所を紹介したりします。休みの日に一緒に出掛ける
こともありますよ。

ちなみに、私は会社の人とかに何でも聞いちゃいま
す(笑)。「休みの日は何してる？」とか。本当に私は
同僚に恵まれているなと感じるんですが、技能実習生
だと、なかなか相談できる人を見つけることは難しい
ので、何かお手伝いができればと思います。

来日したばかりのミャンマー人と顔合せしたとき


